
本屋さんや銀行やクリニックのミニ図
書コーナー、あるいは古書店の出張販
売先の追跡や、他の商品に混じって本
を売るお店の紹介などをしてきました。
（平成２９年度）

ヒューマンライブラリ、という海外発祥
のプロジェクトを小山流、栃木県流に再
構築して、広場や都折を使って開催しま
した。（平成３０年度）

「いざ」という時に何をすればいいのか
、もしも避難所で過ごすことになった時
、その場を少しでも快適にするにはどう
したらよいのか、などを話し合って、その
成果や外部の方々の出張講話を集め、
おやま～るの法定の避難訓練とセット
で実行しています。

おーバスの利便性の向上に向けて市
民ができる事を話し合ったり、都心の有
料駐車場の所在と金額を調べたりして
「歩いて過ごせる街の中心」を、どのよう
にみんなで作るか、を話し合ってきてい
ます。

原則として不定期で、実行委員会形式で定期開催したり、それを
発展的に解消したりしています。

歩いて楽しいまちの魅力発見プロジェクト
まちの中心部が、歩いて楽しいことが、その街の暮らしが長らく楽しくなる
秘訣、だと信じて、まちの魅力を再発見したりアイデアをふくらませる話し
合いの場づくりを重ねる、様々な主体によるプロジェクトです。

おやま〜るの
「ネットワークづくり」
プログラム

登録団体や市民の方々が、様々な形で、社会に必要とされる事業を担われてい
ます。そうした担い手団体が繋がることで大きな力を発揮することを期待し、活動の

ネットワーク化を図っています。これまで相談等を受けた対象領域としては「市民による地域の
防災」「市民農園と家庭菜園の担い手と貸し手」「ママ支援／ママさん起業家の人たち」「貧困世帯
の子どもやママの支援」「元気シニア交流の主催者と利用者」などがあり、団体の皆さんとセンター
とでプログラムを作り上げていきます。

街の楽しさの源を、専門家を招いてお話を聞いて、
イメージを膨らませます。

まち歩きをして、実際に何があるのか、何が
隠れているのかを探します。

人が街に来るための仕掛けを多面的に話します。

街の回遊性などを考える時、公共交通を
どのように維持するのか、なども話題に
のぼります。
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右折時の信号を、接近
を検知するなどの制御
式にすると、平均して２
分ほど、周回時分を切
り詰められます。

思川の河川敷を市民が
気軽に使うための「入
口」の一つとして機能さ
せられます。

現在の信号現示やレー
ン取りとは整合しない
かもしれませんが、当
バスに限り認められれ
ば、と考えます。

日光街道とＪＲ線に挟
まれた地区一帯や宮本
町方面の面的な活性化
の一助になれば、と思
います。

城山公園への、そして
小山の歴史散策の入口
として機能すれば、と考
えています。

本路線の当初の経路の
意図が十分に浸透した
後の展開として、路線の
拡大を行うとしたら、こ
の経路が効果が高いの
ではないかと考えます。

本郷町公民館

結城街道入口
たいらや

花垣町入口

本郷町公民館

千手観音公園

周回のラップタイムを１２分未満に抑えられれば１５分ヘッドでの
運用が可能となる。さもなくば２０分ヘッドでの運用となる。
２０分ヘッドなら朝９時台～夕方７時台の１１時間を、午後１時台、
同４時台に１便休憩を挟んで運用すると、日あたり３０便。

サービス趣旨や運行距離など特性を考慮すると運賃単価１００円が妥当。
上記の支出年額２５００万円を独立採算にて賄う場合、年あたり２５万人、
すなわち月あたり２万１０００人、日あたりなら７００人で「収支相償」。
日あたり７００人とは、終日１便あたり２０～２５人を運送する水準。

沿線の地価向上に関して
仮に当路線が認可されたとしても、民間の（単なる）

自主運営路線としてであれば、地価に対する押し上げ
効果や沿線経済への貢献は限定的なものに留まります。
しかしながら、行政からの補助金が設定されたり、都市計画
上に運行を位置付けられるならば、地価に対するポジティブな
影響が生じます。
ことに２０年、３０年といった規模での定期の運行保障が
設定されれば、商業開発上の指標として意味を持ちます。
従って本路線を実現するにあたり、その趣旨に適う環境整備

としては、都市計画のための条例上に路線を位置づけることが
最も有効で、さらに同時に、そのことで利用者の増進を見込め
る相関関係が形成されます。
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小山市の中心部循環型
ワンコインバスの試案

都合３名の運転士での運用が可能となるた
め、仮に年額３３３万円の固定給とすれば、
１０００万円。

１３年償還で、年額２００万円。

バスの定期点検時の代車費と保険料込みで
３００万円。

燃料費

バスの償還費

管理費

人件費

１日１００キロとして、年間４万キロ
これを軽油にて賄うとして、リッタ－４キロ
の燃費で１０００万円。

上記４点の合計で締めて年額２５００万円。なお、かりに「おーバス」の現行運営者
による兼業、または運行時間帯を絞ることで人件費③と管理費の縮減が期待できる。
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路線設置による利益と不利益について
一見すると沿線商店やサービスを利用する人たちで、市役所の

第２駐車場が占拠されるように見えるかもしれません。
しかしながら従来、市役所や公園、街なか諸施設にクルマで来
ることしかできなかった人たちが、（必要や条件に応じて、ですが）
鉄道やバスを利用して小山駅に集まり、その後、当路線でやってく
る選択肢が用意され、街なか回遊につながる可能性があります。

平成３１年１月２０日
ワーカーズコープ小山地域福祉事業所

堀達哉

時計回りの
運行です。
時計回りの
運行です。

駅西口の都心部を、１周あたり１２～１５分、１乗車１００円
で周回するバスに関して、議論のたたき台となるような試案とし
て出させていただきました。

ご商売をしている方の声も、聞いていきます。

本があふれる街づくり交流会

防災えんにちプロジェクト

オモシロ狩り会議

交通まちづくり学習会
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